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コアファシリティの取り組みについて
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名古屋市立大学概要

名古屋市⽴大学では8学部7研究科（4キャンパ
ス）に加え、R3～R5年度までに市⽴病院を本
学附属病院へ組織変更した。
全国の国公立大学病院で最大級の病床数を
有する附属病院群となった

東部・西部医療センター
大学病院運営開始

みどり市民・みらい光生病院運営開始

NAGOYA CITY UNIVERSITY



解決すべき課題

① 機器管理に限られた体制ではなく、研究支援を効果的に行
うための組織・システム

② 臨床研究と基礎研究を繋ぐスキルをもった技術職員の強化

③ 研究機器を用いた高度解析手法をもった技術者の育成

④ 研究ＲＸ（サンプル供給の自動化、ＡＩなどを用いた自動
解析システム）を目指した仕組み

⑤ 外部研究機関・医療機関からの遠隔利用・ネットワークの
高度化

⑥ 本学および外部機関による研究基盤の積極的活用とそれを
支える財政基盤の強化

NAGOYA CITY UNIVERSITY
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①組織再編・強化

課題解決に向けた戦略と取り組み

共用機器センター内に3部門を設⽴し、組織
を再編した。
ワンストップ窓口を作り、相談窓口を一本化
した。ホームページのトップに相談窓口を設
けることで相談しやすい環境も整えた。

【再編】

共用機器センターにリエゾン技術者2名を配
置した。
また、大学自己財源によりR6～11年度まで
にさらに5名増やし、強化をはかる予定。

【強化】

共用機器センター

ワンストップ窓口

基礎研究
支援部門

臨床研究
支援部門 事務部門

学外
研究機関

附属
病院群

学内
研究者
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②リエゾン人材育成

課題解決に向けた戦略と取り組み

【リエゾン人材育成プログラム策定】

【OJT教育体制】

【臨床研究実施セミナー受講】

R3年度に協力講座において基礎分子生物学の実験手技研修を４か月行った。
リエゾン技術者１名に対し、複数名の教員と技術職員を配置しＯＪＴ教育を行っている。

ワーキンググループにより育成プログラムを策定し、それに沿ってトレーニングを行っている。
R7年度には運営委員会で審査し、リエゾン技術者認定を行う。

臨床研究に特有な知識や法令・規制などを学んだ。

【各種講習会やセミナーへの積極的参加】
大学連携研究設備ネットワーク、質量分析技術者研究会、BMS研究会、各メーカー主催の講習会へ
の参加・発表で知識を積み・学外技術者とのネットワークを形成した。
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②リエゾン人材育成

課題解決に向けた戦略と取り組み

【介入型研究支援（受託解析事業含む）開始】R5年度～
当初R7年度にスタートする予定だった介入型研究支援（受託解析事業）をR5年度からスタート
した。
リニューアルしたホームページやNews Letterで事業開始の周知を行うとともに説明会を学内、
附属病院で定期的に開催した。
事業を始めることで、実践実習となり更なるスキルアップがはかれた。
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③高度技術者育成

課題解決に向けた戦略と取り組み

【Pro認定制度】
活動の評価を蓄積し、評価基準に照らし合わせて数値化した上、決定する。

【先端研究機器メーカーとの協力体制】
先端研究機器メーカー技術者より実機を用いた定期的技術支援を受ける体制を整えた。
実験内容についての相談を研究者・メーカー技術者・技術職員の三者で行い、適格なアドバ
イスをもらうことが可能となった。

【他大学・他機関との交流】
コアファシリティ構築支援プログラムに採択されている大学（R4北海道大学・金沢
大学、R5山口大学・信州大学）を訪問し、高度技術者育成について意見交換をした。
また名古屋工業大学・岐阜大学・名古屋工業研究所・名古屋市衛生研究所との技術交
流会を定期的に行っている。

【キャリアパス支援（大学院博士課程進学）】 R6年度～
技術職員のキャリア支援制度の充実を図るため、予算を大学自己財源から捻出し、働きながら大
学院博士課程へ進学することを希望する技術職員の学費を支援する。
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④研究RX(Research transformation)
の推進

課題解決に向けた戦略と取り組み

【顕微鏡システムの遠隔自動化】
研究者と企業とのコラボレーションにより細胞搬送機能を開発中。
各種必要な部材、設計図を作成、３Ｄ図面の作成、システム構成図の作成を行った。

R5年度～
設計図をもとにした、
部材の試作を実施予定。
機器間の連携の
インタフェース仕様を確定。
プログラミングを開始。
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⑤研究DX(Digital Transformation)の強化

課題解決に向けた戦略と取り組み

【機器管理予約システムの構築】

旧システムの機能は予約のみ。
今回構築した機器管理予約システムでは
予約～支払処理まで、また各機器の保
守・点検、利用した論文の管理・公開ま
でも一元化した。
システムの著作権を本学に帰属している
ため、今後他大学・他機関への横展開を
検討できるようになった。

全てのデータがＣＳＶで出力でき
るため、事務効率向上に繋がった
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⑤研究DX(Digital Transformation)の強化

課題解決に向けた戦略と取り組み

【受託管理システムの構築】

【データ共有システムの構築】

受託解析事業を行うにあたり、相談内容～
サンプル～解析方法～結果までを管理する。

分析で得られた結果を遠隔で確認ができる
データ共有システムを構築した。

【ファイル管理システムの構築】
データ共有システムの構築により分析結果を
遠隔で確認できるようになったが、ユーザー
管理やセキュリティ面を充実させるため、さ
らにファイル管理システムを構築する予定。
講座毎にＩＤを作り、サーバーデータにアク
セスする。
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⑥外部機関への水平展開と財政基盤の強化

課題解決に向けた戦略と取り組み

【ホームページのリニューアル】
トップに「機器管理予約システム」「受託管理システム」「相談窓口」（ワンストップ窓口）を設
け、外部から利用しやすい環境を整えた。
ニュースレターや各種セミナーをアップし、共用機器センターの活動を外部機関から確認しやすく
している。

【財政基盤の強化】
介入型研究支援（受託解析事業）の前倒しで早めに運営
を軌道に乗せることで収入を上げ、財政基盤の強化をは
かる。
また研究支援を図るための大学自己財源の一部を活用し、
さらなる受託事業の強化をはかる。
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進捗状況１ ※赤字は計画を上回る進捗もしくは追加で取り組んだこと
※◎：計画を上回る進捗、〇：概ね計画通りの進捗
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進捗状況２ ※赤字は計画を上回る進捗もしくは追加で取り組んだこと
※◎：計画を上回る進捗、〇：概ね計画通りの進捗
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参考資料

※件数のカウント方法
形態部門は納品する毎に1件、
分析部門は分析日数にて件数を
カウントしている。

名古屋市⽴大学における受託解析の実施件数（令和５年４月より）

試料作製 19
質量分析 22
電顕試料作成 5
リアルタイムPCR 4
プレートリーダー 3
DNA精製 1
フローサイトメーター立ち上げ支援 10
合計 64

受託件数（件）
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